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・１ 「学び」への誘
いざな

い  

(1) 学習指導要領が目指すこと 

    学習指導要領 総則の冒頭、以下のようなことが書かれています。 

「今の子供たちやこれから誕生する子供たちが、成人して社会で活躍する頃には、我が国は厳しい挑

戦の時代を迎えていると予想される。」 

「このような時代にあって、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働

して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成する

などして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるよう

にすることが求められている。」 

 これからの学校教育に求められていることを頭ではイメージできますが、そこで留まらず、実際に

各学校で行われている教育活動とどのように関わっているのか、より明確にしたいと考えました。 

 義務教育の学校では、様々な子供たちが集まり、その中で、様々な教育活動が計画的に、総合的に、

確実に、行われています。教育は、間違いなく社会を支えており、これまでも、これからもずっとそ

うであると考えます。 

ただし、現在の教育活動をそのまま続けていけば、子供たちは受け身にならざるを得ません。今後

の最大の課題は、子供たちを受け身にしないということです。今回のガイドブックで、最も伝えたい

のは、そのことです。 

そこで、前面に浮き出てきたキーワードが、“学び”であり、“学び合い”です。 

   “学び”や“学び合い”は、いたるところで大事なこととして取り上げられています。誰もが、当た

り前のことと思えるほど、考え方は広がっています。しかしながら、実際の教育活動の中で具現化さ

れ、子供たちの姿となっているのでしょうか。もし、まだ途上にあるなら、その課題は何で、どのよ

うな解決の見通しがあるのか、分かりやすく示すことができればと考えました。 

   西部教育事務所では、「学び」を「自ら関わり、考え、判断・行動し、成長に気付くこと」ととらえ、

「自ら学び続け学び合う子供」を育む学校教育について考え、次のように表しました（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで積み上げてきた様々な教育活動を通して見られる、受け身ではない姿は、成長欲求に基づ

き「自ら学び続け学び合う子供」の姿です。基本となるプロセスは、「つかむ － やってみる － 振

り返る」であると考えます【※ これまでの西部型授業と“基軸”は同じです】。 

図１ 「自ら学び続け学び合う子供」を育む学校教育イメージ 
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これは、授業のみならず、すべての教育活動において、意識されるべきことです。学校の全教育活

動、そこに携わる大人は、共通理解し、共通実践していくこととなります。メンバーが代わっても、

継続していく教育活動でなければなりません。“振り返り”では、自分の成長をしっかりと意識し、成

長欲求を満たすことができるように、大人のサポートが必要です。そして、“学び”“学び合い”が習

慣として身についた時、成長欲求を満たす活動は、内発的に動機づけられ、大人の手を離れていきま

す。このことが、生涯にわたって“とことん学び続け、とことん学び合う人”へとつながっていきま

す。 

冒頭で抜粋した、今後予想される社会においては、このような子供を育んでいくことが重要になる

と考えます。学校を「子供たちが受け身で教えてもらうだけの場」にするのか、それとも、「子供たち

の成長欲求を満たす学びの場」にするのかで、教育効果は大きく変わります。 

 

(2) 「自ら学び続け学び合う子供」を育む教師の役割 

中央教育審議会答申による「令和の日本型学校教育」においては、「『個別最適な学び』と『協働的

な学び』を一体的に充実し『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善につなげる」こと

が求められています。このことを踏まえると、私たちは、教師の役割を「子供の自ら学び続け学び合

う姿を支える」つまり、「内発的に動機付けられた学びとなるようにコーディネートする」ことととら

えています。 

子供が自ら学び成長していくための原動力（エネルギー）である「成長欲求」に基づき、自らの成

長に気付きながら、次の「学び」につなぎ生かしていく姿、つまり「自ら学び続け学び合う子供」の

姿と「教師の役割」を次のように表しました（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「自ら学び続け学び合う子供」と教師の役割 



3 

 

子供は誰もが「どうして～かな」「どうしたら～かな」「～たい」「～したい」という成長欲求をもって

日常生活を送っています。私たち教師は、その成長欲求を満たすために、どのような支援（環境整備、

雰囲気づくり、言葉かけ、場の設定、評価等）ができるのか考えることが重要です。 

学びの機会は日常生活の中に溢れています。このガイドブックは、「自ら学び続け学び合う子供」を

育てるために、日々の教育活動の中で意識し、取り組んでもらいたいことをまとめています。私たち教

師も「自ら学び続け学び合う子供」を育てるという視点で、現在の教育活動を見直してみましょう。 

 

教師が「教える」だけでなく子供自らが「学ぶ」にはどうすればよいか、まずは、私たち教師自身の

意識を変えていきましょう。 


